
学校教育目標 「進んで学ぶ子・心の豊かな子・明るく元気な子」

狭山小だより

誰にでも失敗はある。寛容になる。誰にでも失敗はある。寛容になる。
教室はまちがうところだ。安心して手をあげろ。安心してまちがえや。教室はまちがうところだ。安心して手をあげろ。安心してまちがえや。

校 長 田 島 浩

先日の学校公開には、多くの保護者の皆様に来校いただきありが
とうございました。子供たちが頑張っている姿をご覧いただけたこ
とと存じます。また３校時には「狭山小学校の教育」と題して、学
習習慣の確立（家庭学習の充実）や読書活動の充実について話をさ

せていただきました。思っていた以上に多くの方々に聴いていただけたことに感謝します。

さて、今日の講話朝会では昨年に引き続き「教室はまちがうところだ」という本の読み
聞かせをしました。子供は、教師に指名されるのではないかとドキドキしています。そし
ていざ指名されて回答に自信がないと、「みんなの前で、まちがったことを言ってしまっ
たらどうしよう。」と考えます。しかし、たとえまちがったことを言っても、心理的安全
性（自分の意見を安心して言える、失敗しても否定されない、など）が担保されている教

室ならば、間違ったことを言っても問題
教室はまちがうところだ ないのです。
みんなどしどし手をあげて
まちがった意見を 言おうじゃないか 蒔田 晋治・作 長谷川知子・絵
まちがった答えを 言おうじゃないか

まちがうことを おそれちゃいけない よりよい「人間
まちがったものを わらっちゃいけない 関係」を構築する
まちがった意見を まちがった答えを ために、学校生活
ああじゃあないか こうじゃあないかと を通して、互いを
みんなで出しあい 言いあうなかでだ 理解し、認め合う
ほんとのものを 見つけていくのだ ことが大切です。
そうしてみんなで 伸びていくのだ 誰にでも失敗はあ
（略） ります。失敗した
まちがいだらけのぼくらの教室 ときに、どれだけ
おそれちゃいけない わらっちゃいけない 寛容でいられるかが重要なのです。
安心して手をあげろ 安心してまちがえや
まちがったってわらったり 一人一人が自分の思いや考えを、のび
ばかにしたりおこったり のびと表現できるような学級になるよう
そんなものはおりゃあせん に、教職員は狭山小の子供たちのために
（略） 全力を注いでいます。
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６月の生活目標「言葉づかいに気をつけよう。」

【リコーダー講習会】５月１日（水） ３年
３年生にとって初めての楽器「リコーダー」。講師の先

生が「となりのトトロ」や「鬼滅の刃」を演奏すると、子
供たちはリコーダーの世界に吸い込まれていきました。い
ろいろな大きさのリコーダーの紹介や、リコーダーを上手
に吹くコツを教えていただきました。先生からは「６時間
目の授業だったにもかかわらず、話を聞く態度がとてもよ
く、うれしかったです。」という感想をいただきました。

【学校探検】５月１４日（火）生活科 １・２年
２年生が１年生と手をつなぎ、グループになっていろい

ろな教室を探検します。校長室にも探検に来ました。
「じゃんけんで勝った1年生に、特別に校長室の椅子に座
らせてあげます。」と言うと、目をキラキラと輝かせます。
「椅子がふかふかで気持ちいい。」と感想を言ってくれま
した。

【プール清掃】５月２３日（木） ４・５・６年
各学年が１時間ずつ、プール清掃をしました。４年生

はプールサイドやトイレ、５年生がプールの壁面、６年
生はプール底と仕上げをしてくれました。短時間でした
が、子供たちが学校のために一生懸命掃除してくれたお
かげで、とてもきれいなプールになりました。今月末に
プール給水をします。プールを使っての学習が楽しみで
す。

【避難訓練・引き渡し訓練】５月２５日（土曜日）
５校時に「避難訓練」をしました。震度５以上の地震が

発生した場合、子供は学校に留め置き、その後は保護者に
引き渡すことになっています。今回は、終了予定時刻より
も早く、全ての子供たちの「引き渡し」が終了しました。
迎えに来られないときには、ご近所の方にお子さんの引き
取りをお願いしてくださっていたので、とてもスムーズに
進められました。ご理解とご協力に感謝いたします。

本校のHPをご覧ください。「校長のひとり言」は、ほぼ毎日更新しています。
子供たちの学校生活の様子をわかりやすくお伝えしているつもりです。ほけん
だよりや給食の献立表、下校時刻表などもHPに掲載中ですので、お時間のあ
る時にご覧ください。


